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①「紙本著色中川清秀像
し ほ ん ち ゃ く し ょ く な か が わ き よ ひ で ぞ う

」（絵画）、

②「中川清秀宛羽柴秀吉書状
な か が わ き よ ひ で あ て は し ば ひ で よ し し ょ じ ょ う

」（古文

書）、③「中川
な か が わ

清
き よ

秀
ひ で

制札
せ い さ つ

」（歴史資料）、

④「木造
も く ぞ う

阿弥陀
あ み だ

如来
に ょ ら い

立像
りゅうぞう

 附
つけたり

 蓮華座
れ ん げ ざ

１基
き

」（彫刻）の４件を令和８年10月

23日付けで茨木市指定有形文化財に

指定しました。 

①梅林寺所蔵の「紙本著色中川清秀

像」は、像主である中川清秀の個性を

的確に表現しようとした戦国期肖像

画の優品です。眼は濃墨と淡墨を使い

分け、髪や髭、眉や皺の一本まで細線を用いて緻密に

表現されており、口元から二本前歯が覗くのも中川清

秀の特徴であったとみられます。 

②梅林寺所蔵の「中川清秀宛羽柴秀吉書状」は、本

能寺の変直後、中川清秀が羽柴秀吉にその発生を伝え

た書状に対する返書と考えられます。秀吉は、本書状

によって信長・信忠が無事であるとの情報をあえて伝

えることで、清秀に味方勢力としての行動を促そうとしたことがわかります。 

③茨木神社所蔵の「中川清秀制札」は、天石門別神社
あ ま の い わ と わ け じ ん じ ゃ

に宛てて発給された禁制であり、

境内の竹木の無断伐採や、参詣人や諸人による狼藉を禁じ、これに違反した者は厳罰に

処することを中川清秀が保証する内容が記されています。 

②③の史料は、本能寺の変直後の情勢や地域支配の実態を具体的に示す貴重な史料で

す。 

④光善寺所蔵の「木造阿弥陀如来立像 附 蓮華座１基」は、小像ながらも全国的に見

てもきわめて上質で完成度の高い平安時代末期の彫像です。造立後の伝来は不明ですが、

江戸時代前期には光善寺の本尊として迎えられていたと考えられます。 

以上４件のうち、中川清秀関連の①②③につきましては、現在開催中の文化財資料館

第42回テーマ展「茨木城主中川清秀」において公開しております。 

【報道提供資料】 

中川清秀の肖像画や光善寺の仏像など 

４件を市指定有形文化財に指定 

【本件に関する問合先】 

茨木市教育委員会 

教育総務部歴史文化財課 電話：072-620-1686 
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